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 論文内容の要旨
 本論文は、対人サービス提供者(障害のある個人の生活支援に必要なサービスを提供し主たる
 介護者として働く人々)が知的機能障害のある者に対して示す発話調節(speechaccommodation)
 の行動特性とその評価特性を明らかにし、それをもってコミュニケーション改善のための具体的
 指針として活用しうる資料を提出することを目的としている.論文の構成は以下の通りである.
 第1二部では、WHOにおける国際生活機能分類(ICF)策定等の社会的動向や先行研究を概観し
 ながら、本論文の理論的枠組みと具体的検討課題を示した。まず、知的機能障害のある者に対し
 周囲の他者が行う不適切な発話調節の存在が指摘された.同時に、①援助の中心となるべき対人
 サービス提供者の特性を明確化した検討がなされていないこと、②対人サービス提供者の発話調
 節が、知的機能障害(ICFの定義によりここでは知的障害と痴呆を指す)のある者のコミュニケー
 ション行動との関係からは検討されていないこと、③発話調節の評価に関し、不適切な発話調節
 の改善策との比較やサービスを受ける側からの評価という観点から必要な検討がなされていない
 ことが問題提起された。またこのような問題を扱うことの、知的機能障害のある者本人にとって
 の重要性も確認された(序章).その後、それらの問題提起は先行研究のまとめの中から整理され、
 具体的な検討課題が示された(第1章).
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 第且部では対人サービス提供者が行う発話調節の行動特性について検討している。第2章では、
 模擬会話を用いた実験的検討から、先行研究では発話調節を誘発するとされる加齢要因と加算的
 に作用すると考えられてきた、知的機能の障害(ここでは、痴呆)という要因が特有の発話調節
 誘因として作用をすること、また一般の成人と比較して、対人サービス提供者(施設職員)が行
 う発話調節には、施設語とでも呼ぶべき特有の言語使用の様式が多用されることが示された.第
 3章では、施設職員はあいづちを打つなど聞き手としての役割を果たす一方で、知的機能障害のあ
 る者(痴呆性高齢者)と比較して、質問の多様など主導的な立場になりやすいなどの基本的な傾
 向が確認された.第4章では、上記の傾向は保持されるが、施設職員が入居者との会話に専念で
 きる状況では会話が活発になり入居者の発話の意味的適切性も向上すること、また通常の業務の
 中では会話があまり活発にならず、同時に職員は意味的に一貫性の低い発話を行いやすいことが
 示された。第5章では、知的機能障害のある者(知的障害者及び痴呆性高齢者)との会話におい
 て、対人サービス提供者自身による会話への評価が肯定的に変化することと対応して、会話の言
 語的な内容としては変化が認められない場合でも、対人サービス提供者が非言語行動を調節し同
 調傾向を示していくこと、また同調が成立しない場合、主に対人サービス提供者側が同調傾向か
 らの逸脱を起こしていることが示された。
 第皿部では、発話調節の評価特性について検討している.第6章では、施設職員が行う、子ど
 も扱いする発話スタイルと指示的なスタイルという、不適切とされる2種類の発話調節と、先行
 研究で代替策として示される敬意のあるスタイル、及びそれに親密さを示す特性を加えたスタイ
 ルの4種のVTR刺激を、施設職員、施設利用者、家族介護者にそれぞれ評価させた.第7章では
 同様のVTRに受け手の4種の応答スタイルを加えたものを施設職員に評価させた。この2つの章
 の結果を総合すると、敬意と親密さの特性を持つ発話スタイルは、評価者に関わらず高い評価を
 受けていた。しかし、敬意のある発話スタイルは評価が低く、しばしば子ども扱いするようなス
 タイルと近い評価を受け、この傾向は施設利用者や家族介護者で強かった.また子ども扱いする
 発話スタイルは全般的に評価が低く、受け手の応答との関係で特に評価が低下する場合があった.
 指示的なスタイルは、全体的な評価が低いのに加えて受け手の状態像を低く見積もらせる影響が
 あった.第8章では、ボランティアと知的障害者との会話場面の2種の音声刺激に対して、音声
 刺激に収録された知的障害者に対して対人サービス提供の経験がある者、そうした経験はないが
 知的障害者への臨床経験がある者、全くどちらの経験もない者に評価を求め、前2者が2種の会
 話の差異により敏感で、会話全体の印象や非言語的な側面を評価の手がかりとしていることが示
 された。
 第IV部では、終章としてまず全体の目的に照らして新たに得られた知見を整理し研究上の意義
 を示した。また対人サービス提供者の臨床実務への支援を視野に入れてコミュニケーション改善
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 モデルの修正と介入研究への提言を行った.最後に個別障害への対応を中心に本論文内容の今後
 の課題を述べている。
 論文審査の結果と要旨
 本論文は、知的機能障害のある者に対する周囲の不適切な発話調節の存在を起点として、痴呆
 あるいは知的障害を有する者に対応する対人サービス提供者の発話調節に関する研究を取り上げ
 たものである。我が国は現在、これら知的機能障害者に関わる2つの大きな課題に直面している。
 第1は高齢化社会の到来を目前にして、特に痴呆性高齢者への適切なケアをいかに推進していく
 かという課題である。第2はノーマライゼーションの世界的思潮を背景として我が国においても
 大規模障害者施設の解体が進められようとしている一方で、グループ・ホーム等における障害者
 の生活の質(QOL)と彼らを支える援助者の資質をいかに向上させるかという新たな課題である.
 本論文においては、大きく分けて2つのことが検討課題として上げられている。第1は、知的
 機能障害のある者に対する対人サービス提供者の発話調節の行動特性を明らかにすることである.
 第2は、この対人サービス提供者の発話調節がどのように評価されうるのかを明らかにすること
 である.その結果、①対人サービス提供者が行う発話調節においては、加齢よりはむしろ痴呆と
 いう要因が特有の発話調節の誘因として作用している、②この発話調節には施設語とでも呼ぶべ
 き特有の言語使用の様式がある、③会話場面においてサービス提供者は聞き手として役割を果た
 す一方で主導的立場になりやすいが、これは否定的側面ばかりではなく、職員が会話に専念でき
 れば会話の活発化につながる肯定的側面も見られる.また、④発話調節に関しては同調傾向のよ
 うな非言語的側面に着目する必要もある。⑤発話調節の評価に関しては、敬意と親密さの特性を
 併せもつ発話スタイルが最も高く評価される、⑥知的障害者と施設職員の会話の発展に関しては、
 全体的印象や非言語的側面が評価の大きな手がかりとなっている等の知見が得られた.
 従来より対人サービス提供者のことば使いや態度に関してしばしば問題が指摘されてきたが、
 経験的話題に基づいて解決策が検討されることが多かった。本論文は、このような現状に対し、
 実証的資料を示し、それに基づく議論を展開し新しい研究領域を拓いた点で高く評価できる.ま
 た、本論文においては痴呆と知的障害という2つの障害種を分けて検討すべき課題は残されてい
 るが、コミュニケーションの場における発話調節という現象とそれに関わる問題解決に向けて、
 否定的側面のみならず肯定的側面からも検討し新しい知見を見出していることも評価できるもの
 である。
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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